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小
字
名 
の
山
坂
・
笠
ケ
塚
・
奥
山
の
一

こ
あ
ざ
な

部
な
ど
が
昭
和
十
九
年（
一
九
四
四
）一

月
に
山
手
町
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
九
年
に
開
校
し
た
村
立
山
手
小

学
校（
現
山
手
小
学
校
）の「
山
手
」の
文

字
を
と
っ
て
つ
け
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。町
内
に
は
奥
山
・
有
馬
に
つ

な
が
る
芦
有
道
路
が
走
り
、精
道
奥
山

線
に
沿
っ
た
急
坂
に
ア
メ
リ
カ
の
建
築

家
フ
ラ
ン
ク
･
ロ
イ
ド
･
ラ
イ
ト
の
原

設
計
に
よ
っ
て
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ

た
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館（
旧
山
邑
家
住
宅
）

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
建
物
は
、国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
字
名
の
笠
ケ
塚
は
山
手
小
学
校
の

北
に
あ
り
、弥
生
時
代
や
古
墳
時
代
の

土
器
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
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昭
和
三
十
六
年（
一
九
六
一
）九
月
、芦
有

道
路
が
開
通
し
て
、標
高
五
〇
〇
ｍ
の
奥
池

周
辺
に
も
保
養
所
や
邸
宅
な
ど
が
建
ち
、そ

の
南
に
新
し
い
ま
ち�
芦
屋
ハ
イ
ラ
ン
ド�

が
で
き
ま
し
た
。

　

六
甲
山
で
最
も
美
し
い
池
と
い
わ
れ
た

奥
池
、野
鳥
や
植
物
の
宝
庫
に
接
し
た
町
が

奥
池
町
と
奥
池
南
町
で
、町
名
は
、奥
池
の

地
名
に
よ
り
ま
す
。

　

池
の
そ
ば
の
ほ
こ
ら
は
、江
戸
時
代
田
畑

の
水
不
足
を
な
く
す
た
め
に
猿
丸
安
時
と

い
う
人
が
約
二
十
年
か
か
っ
て
谷
を
せ
き

と
め
、奥
池
を
掘
っ
て
、池
の
安
全
を
願
い
、

水
の
神
様
を
祭
っ
た
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
六
年
四
月
に
、芦
屋
市
民
の
生

活
に
必
要

な
水
を
貯

え
る
た
め
、

奥
池
の
そ

ば
に
奥
池

の
四
倍
以

上
の
大
き

さ
の
奥
山

貯
水
池
が

造
ら
れ
ま

し
た
。

芦
屋
の
地
名
を
さ
ぐ
る
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芦
屋
川
の
東
側
、阪
急
神
戸

線
の
北
側
に
広
が
る
町
で
す
。

　

東
芦
屋
は
、江
戸
時
代
の
本

に
小
字
名
と
し
て
登
場
し
て

い
ま
す
。恐
ら
く
、こ
こ
に
町

名
の
由
来
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

昭
和
十
九
年（
一
九
四
四
）

一
月
の
町
名
改
正
以
前
に
は
、

七
つ
の
小
字
名
が
あ
り
ま
し

た
。こ
の
う
ち
、地
王
堂
は
、昔

お
堂
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
付

け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、昭
和
の
初
め
ご
ろ

に
は「 
覚
心 
の
車
」と
呼
ば
れ

か
く
し
ん

た
水
車
が
動
い
て
い
ま
し
た
。

東
芦
屋
町
の
北
側
に
は
旧
芦

屋
村
の
氏
神
で
あ
る
芦
屋
神

社
が
あ
り
ま
す
。

　

村
の
な
か
で
の
相
談
事
は
、

こ
の
場
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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奥
山
は
、
芦
屋
市
の
背
山

一
帯
で
深
い
谷
筋
を
芦
屋
川

が
流
れ
く
だ
り
、
川
に
沿
っ

て
芦
有
道
路
が
造
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
名
の
奥
山
は
、
深

い
山
と
谷
に
よ
っ
て
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

奥
山
に
は
、
芦
屋
市
民
の

大
切
な
水
源
の
あ
る
奥
山
浄

水
場
や
、
む
か
し
精
米
や
油

し
ぼ
り
の
た
め
水
車
が

動
い
て
い
た
水
車
谷
や
、

弁
天
岩
・
フ
カ
キ
リ
岩
・

蛇
谷
・
荒
地
山
な
ど
の

伝
説
の
地
、
ナ
ウ
マ
ン

象
化
石
出
土
地
、
奥
山

刻
印
群
な
ど
の
文
化
財
、

美
し
い
渓
谷
、
貴
重
な

植
物
・
生
物
が
見
ら
れ

ま
す
。
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